
東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
被
災
地
で
は
、
少
し
ず
つ
復
興
へ
と
歩
み
始

め
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
規
模
が
大
き
く
複
雑
な
た
め
、

長
く
険
し
い
道
の
り
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現

在
田
原
市
で
は
、
職
員
派
遣
な
ど
、
引
き
続
き
被
災
地
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
復
興
の
段
階
に
応

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
震
災
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、人
的
被
害
の
規
模
を
、

過
去
の
大
地
震
や
台
風
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
震
災
で
人
的
被
害
が
多
か
っ
た
の
は
、
津
波
の

規
模
が
過
去
最
大
級
だ
っ
た
こ
と
と
、
沿
岸
部
の
市
街
地

の
発
達
や
人
口
増
加
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
防
災
対
策
は
、
過
去
に
学
び
な
が
ら
も
、
そ

れ
ら
を
現
代
の
社
会
構
造
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

■
国
の
動
き

　

現
在
、
国
の
中
央
防
災
会
議
で
は
、
予
測
や
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
今
回
の
地
震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
被
害
想
定
手
法
な
ど
の
再
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

秋
に
は
、
そ
の
分
析
を
基
に
検
討
方
針
が
示
さ
れ
、
平
成

23
年
度
～
24
年
度
に
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な

ど
に
よ
る
被
害
予
測
調
査
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

■
愛
知
県
の
動
き

　

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
ご
ろ
に
新
た
な
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
愛
知
県
地
域
防
災
計
画
を
改
正

し
、
平
成
25
年
度
ご
ろ
に
は
、
そ
の
方
向
性
を
県
内
市
町

村
に
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
田
原
市
の
対
策

　

４
月
以
降
、
各
校
区
と
協
力
し
た
津
波
避
難
計
画
の
策

定
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
津
波
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。（
４

～
６
頁
に
掲
載
）

「防災」
いま、向き合うべきもの

３月１１日、東北地方の太平洋沿岸部に設置されたテレビカメラは、
津波が街に押し寄せる様子をリアルタイムで報じました。

目に映る現実をどうすることもできない無力感と、
「もっと何かできることがあったのではないか」という思いは、

いまだ私たちの脳裏から消えることはありません。
あれから半年。

「防災」は、いま、向き合うべき課題として、
私たちの目の前に立ち続けています。

◦霧に煙る３階建ての被災建物。屋根まで津波が到達し骨組みだけに（宮城県南三陸町）

あ
れ
か
ら
半
年
…

私
た
ち
の
意
識
は
ど
う
変
化
し
た
か

は
じ
め
に

災害名 発生年 死者・行方不明者数

三河地震 昭和 20 年 ２３０６人
枕崎台風 昭和 20 年 ３７５６人
福井地震 昭和 23 年 ３７６９人
伊勢湾台風 昭和 34 年 ５０９８人
阪神淡路大震災 平成 ７ 年 ６４３７人
東日本大震災 平成 23 年 ２万　３３５人

◦戦後の大災害と人的被害の規模

◦東日本大震災は、８月２１日現在の数字です。

◦福井地震、阪神・淡路大震災では津波は発生
せず、三河地震の津波も小規模でした。

◦関東大震災（大正１２年）の死者・行方不明
者は、１０万５３８５人でした。

地
震
・
津
波
対
策
の
動
向
は
？
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